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寛
平
期
の
年
中
行
事
の
一
面

北　
　

山　
　

円　
　

正

一

　

仁
和
三
（
八
八
七
）
年
十
一
月
か
ら
寛
平
九
（
八
九
七
）
年
七
月
ま
で
在

位
し
た
宇
多
天
皇
に
は
、
日
記
つ
ま
り
宸
記
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
一
書
と
し

て
残
る
の
で
は
な
く
、
記
事
の
断
片
が
諸
書
に
引
か
れ
て
か
ろ
う
じ
て
伝

わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
断
片
と
は
言
え
、
そ
の
数
は
少
な
く
は
な
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
書
が
宸
記
を
引
用
す
る
の
は
、
引
用
に
値
す
る
意
味
を
認
め
た
か
ら

で
あ
る
。
も
と
よ
り
天
皇
の
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
尊
重
し
た
と
い
う

理
由
も
あ
ろ
う
。
天
皇
が
書
き
と
め
た
記
事
の
中
に
次
の
一
文
が
あ
る
。

　
　

�

御
記
云
、
寛
平
二
年
二
月
卅
日
丙
戊
、
仰
レ
善
曰
、
正
月
十
五
日
七
種
粥
、

三
月
三
日
桃
花
餅
、
五
月
五
日
五
色
粽
、
七
月
七
日
索
麪
、
十
月
初
亥

餅
等
、
俗
間
行
来
、
以
為
二
歳
事
一。
自
レ
今
以
後
、
毎
レ
色
弁
調
、
宜
二

供
奉
一
之
。
于
レ
時
善
為
二
後
院
別
当
一。
故
有
二
此
仰
一（『
年
中
行
事
秘
抄
』

正
月
・
七
種
粥
）

正
月
十
五
日
の
七
種
粥
か
ら
十
月
初
亥
の
餅
に
い
た
る
ま
で
、
季
節
の
順
に

五
つ
の
行
事
に
お
け
る
食
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
記
事
を
重
視
さ
れ

た
山
中
裕
氏
は
、

　
　

�「
正
月
十
五
日
の
七
種
粥
、
三
月
三
日
桃
花
餅
、
五
月
五
日
五
色
粽
、

七
月
七
日
索
麪
、
十
月
初
亥
餅
な
ど
は
、
そ
れ
ま
で
民
間
で
行
な
っ
て

い
た
が
、
こ
れ
を
改
め
て
歳
事
と
な
し
、
と
と
の
え
て
そ
な
え
た
て
ま

つ
る
べ
し
」

と
、
後
院
の
別
当
源
善
に
命
じ
た
と
解
し
、

　
　

�

こ
う
し
て
宇
多
天
皇
に
よ
っ
て
わ
が
国
の
民
間
行
事
が
宮
廷
に
採
用
さ

れ
、
渡
来
の
行
事
と
結
合
し
宮
廷
行
事
の
発
展
を
う
な
が
し
て
ゆ
く
の

で
あ
っ
た
。

と
、
天
皇
の
仰
せ
に
よ
っ
て
、
民
間
行
事
を
宮
廷
行
事
に
取
り
込
み
、
年
中

行
事
が
新
た
な
展
開
を
遂
げ
た
と
見
て
お
ら
れ
る（
１
）。
年
中
行
事
の
歴
史
に
お

い
て
は
、
重
要
な
転
換
点
を
指
摘
し
た
こ
と
に
な
り
、
意
義
あ
る
研
究
成
果

と
言
え
よ
う
。
山
中
氏
以
後
の
研
究
に
お
い
て
も
、
こ
の
見
解
は
継
承
さ
れ

て
お
り
、
定
説
と
見
な
し
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

　

た
だ
、
山
中
氏
の
意
見
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
よ
い
か
ど
う
か
は
、
疑

問
が
な
く
は
な
い
。
と
言
う
の
は
、「
俗
間
に
行
な
ひ
来
る
」
と
い
う
各
行



― 2 ―

事
日
の
食
は
、
中
国
伝
来
の
風
習
を
取
り
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
に
そ
も
そ
も
民
間
に
お
い
て
暦
日
と
食
と
が
、
こ
の
よ
う
に
密
接

に
結
び
つ
い
て
い
た
の
か
ど
う
か
も
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
と
は

言
え
、
民
間
の
食
に
関
す
る
資
料
は
乏
し
く
、
そ
の
確
認
は
で
き
な
い
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
右
の
「
宇
多
天
皇
御
記
」
に
挙
げ
て
い
る
食
の
由
来

を
検
討
し
、
宇
多
治
世
の
柱
石
で
あ
っ
た
菅
原
道
真
の
、
年
中
行
事
と
食
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
言
及
し
た
文
章
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
意
図
に
つ
い
て

考
え
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

二

　

ま
ず
「
正
月
十
五
日
七
種
粥
」
か
ら
始
め
る
。
こ
の
日
に
「
七
種
粥
」
を

食
す
る
習
慣
は
古
く
か
ら
あ
り
、
直
木
孝
次
郎
氏
は
正
倉
院
文
書
に
よ
っ

て
、「
奈
良
後
期
に
お
い
て
、
朝
廷
特
に
皇
室
の
風
習
と
な
っ
て
い
た
こ
と
」

を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
れ
る（
２
）。「

七
種
粥
」
に
つ
い
て
は
、『
延
喜
式
』（
巻

四
十
・
主
水
司
）
に
、

　
　

�

正〇

〇

〇

〇

〇

月
十
五
日
供
御
七〇

〇

〇
種
粥
料
〈
中
宮
亦
同
〉                                          

　
　

�

米
一
斗
五
升
、
粟
、
黍
子
、
薭
子
、
葟
子
、
胡
麻
子
、
小
豆
各
五
升
。

…
…

と
、
そ
の
七
種
の
食
材
を
挙
げ
て
お
り
、
正
月
十
五
日
に
天
皇
・
中
宮
に
供

す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、『
小
野
宮
年
中
行
事
』（
正
月
・
同（
十
五
日
）日主

水

司
献
二
七
種
御
粥
一
事
）
に
は
、

　
　

�

弘
仁
主
水
式
云
、
中
宮
又
同
二
聖
神
寺
常
住
寺
料
一
煮
備
。
早
旦
令
二
水

部
送
一、
早
朝
主
水
司
供
二
七
種
御
粥
一、
付
二
女
房
一
伝
供
之
。
御
器
納
二

蔵
人
所
一。
当
日
請
申
之
（『
新
撰
年
中
行
事
』
上
・
正
月
に
も
一
部
を

引
く
）

と
あ
り
、弘
仁
年
間
に
は
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。『
年
中
行
事
秘
抄
』

（
正
月
・
十
五
日
主
水
司
献
二
御
粥
一
事
）
に
、
次
の
よ
う
な
説
話
を
引
い
て

い
る
。

　
　

�

十
節（

３
）云
、
高
辛
氏
之
女
、
性
甚
暴
悪
。
正
月
十
五
日
巷
中
死
、
其
霊
為

二
悪
神
一、
於
二
道
路
一
憂
吟
。
過
レ
路
人
相
逢
、
即
失
レ
神
。
人
々
令
二
盗

火
一。
此
人
性
好
レ
粥
。
故
以
レ
此
祭
二
其
霊
一、
無
二
咎
害
一。
凡
作
レ
屋
産
レ

子
、
移
徙
有
レ
怪
、
則
以
レ
粥
灑
二
於
四
方
一、
災
禍
自
消
除
矣
。

高
辛
氏
の
女
は
暴
悪
で
、
死
後
人
に
災
い
を
も
た
ら
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
人

の
好
物
で
あ
っ
た
粥
を
供
え
て
そ
の
霊
を
祭
り
、
四
方
に
注
い
だ
と
こ
ろ
災

禍
は
消
え
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
行
事
の
起
源
説
話
と
呼
ぶ
べ
き
一

話
で
あ
る
。
古
代
中
国
に
始
ま
る
行
事
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た

『
荊
楚
歳
時
記
』
に
も
、「
正
月
十
五
日
、
作
二
豆
糜（

４
）一、

加
二
油
膏　

ヲ

其
上
一、
以

祠
二
門
戸
一
」
と
、「
豆
の
糜
」
を
作
っ
て
「
門
戸
を
祠
る
」
と
あ
る
。
こ
れ

へ
の
隋
の
杜
公
瞻
の
注
は
「
斉
諧
記
」
と
「
続
斉
諧
記
」
と
を
引
い
て
お

り
、
養
蚕
の
豊
作
を
期
し
て
蚕
神
を
祭
る
行
事
だ
と
あ
る（
５
）。『

土
左
日
記
』

の
正
月
十
五
日
条
に
は
、「
今
日
小
豆
粥
煮
ず
」
と
あ
る
。『
延
喜
式
』
に
記

す
よ
う
に
七
種
の
穀
物
を
炊
く
の
で
は
な
く
、
簡
略
化
し
て
こ
の
風
習
が
広

が
っ
て
い
た
ら
し
い
。『
枕
草
子
』（
こ
ろ
は
正
月
、
三
月
）
に
は
、「
十
五
日
、

節
供
ま
ゐ
り
据
ゑ
、
粥
の
木
ひ
き
隠
し
て
、
家
の
御
達
、
女
房
な
ど
の
う
か

が
ふ
を
、
打
た
れ
じ
と
用
意
し
て
」
と
あ
る
。
一
年
の
息
災
を
願
っ
て
望も
ち
が
ゆ粥
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を
食
べ
る
習
慣
が
あ
っ
た
。
次
の
『
順
集
』（
184
）
の
和
歌
は
、
こ
の
こ
と

を
よ
く
示
し
た
例
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

�

藤
原
の
と
ほ
か
ず
の
御
四
十
五
日
の
忌
み
違
へ
に
、
家
に
ま
う
で

き
て
住
む
あ
ひ
だ
に
、
正
月
十
五
日
、
子
の
日
に
当
た
る
朝あ
し
た、
粥

の
上
に
小
松
を
お
き
て
つ
け
て
は
べ
る

　
　

時
し
ま
れ
今
日
に
し
あ
へ
る
望
粥
は
松
の
千
年
に
君
も
に
よ
と
か

「
と
ほ
か
ず
」
の
長
寿
を
祈
る
気
持
ち
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。
な
お
、
中
国

の
蚕
神
を
祭
る
行
事
は
、
日
本
で
は
実
施
し
て
い
な
い
。『
土
左
日
記
』『
枕

草
子
』
の
注
釈
書
の
中
に
は
、
宇
多
天
皇
御
記
の
記
事
に
も
と
づ
い
て
、
中

国
で
の
正
月
十
五
日
に
、
粥
で
高
辛
氏
の
霊
を
祭
る
風
習
を
、
日
本
の
民
間

が
取
り
入
れ
、
そ
れ
を
宮
廷
の
「
歳
事
」
と
し
た
と
説
明
し
て
い
る
が
、
そ

れ
で
よ
い
だ
ろ
う
か
。
御
記
に
挙
げ
る
他
の
四
日
と
と
も
に
後
に
改
め
て
取

り
上
げ
る
。

　

次
の
「
三
月
三
日
桃
花
餅
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。「
桃
花
餅
」
に
つ
い

て
は
所
見
が
な
く
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
実
態
を

つ
か
め
な
い
餅
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
類
似
す
る
食
物
か
も
し
れ
な
い
も
の
に
、

三
月
三
日
の
草く
さ

餅も
ち
ひが

あ
る
。

　
　

�

此
間
田
野
有
レ
草
、
俗
名
二
母
子
草
一。
二
月
始
生
、
茎
葉
白
脆
。
毎
レ
属

二
三
月
三
日
一、
婦
女
採
之
、
蒸
擣
以
為
レ
餻
。
伝
為
二
歳
事
一
（『
文
徳
実

録
』
嘉
祥
三
〈
八
五
〇
〉
年
五
月
五
日
）

　
　

�

餻　

考
声
切
韻
云
、
餻
〈
古
労
反
、
字
亦
作
レ

。
久
佐
毛
知
比
〉
蒸
二

米
屑
一
為
之
。
文
徳
実
録
云
、
嘉
祥
三
年
訛
言
曰
、
今
茲
三
日
不
レ
可
レ

造
レ
餻
、
以
レ
無
二
母
子
一
也（

６
）（『
和
名
抄
』
巻
十
六
・
飯
餅
類
）

世
俗
の
風
習
と
し
て
、
女
性
が
母
子
草
を
摘
ん
で
蒸
し
て
擣
き
、
餅
と
と
も

に
搗
い
て
作
る
も
の
で
あ
っ
た
。後
に
触
れ
る
よ
う
に
、『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』

（
年
中
行
事
幷
月
記
事
・
三
月
例
）
と
『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』（
三
節
祭
等
幷

年
中
行
事
月
記
事
・
三
月
例
）
に
、「
新
草
餅
」
を
作
っ
て
供
え
る
と
あ
る
。

和
歌
に
も
、

　
　
　
　

�

東
宮
の
、
大
后
宮
女
房
に
お
ほ
せ
た
ま
ふ
こ
と
あ
り
き
。
い
づ
れ

の
年
に
か
は
べ
り
け
む
、
三
月
三
日
、
草
も
ち
ひ
し
て
、
法
師
の

か
た
を
作
り
、
こ
れ
に
室む
ろ

作
り
て
ま
ゐ
ら
せ
よ
と
仰
せ
ご
と
は
べ

り
し
か
ば
、
…
…

　
　

�

都
に
は
待
つ
人
あ
ら
ん
ほ
と
と
ぎ
す
す
さ
め
ぬ
草
の
宿
に
し
も
な
く

（『
長
能
集
』
3
）

と
あ
り
、
三
月
三
日
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
当
時
の
風
習
の
広
が
り
を
思
わ

せ
る
。
ま
た
、

　
　
　
　

�

石い
は
く
ら蔵

よ
り
野と

こ
ろ老

お
こ
せ
た
る
手
箱
に
、
く
さ
も
ち
ひ
入
れ
て
た
て

ま
つ
る
と
て

　
　

�

花
の
里
心
も
知
ら
ず
春
の
野
に
い
ろ
い
ろ
摘
め
る
母
子
餅も

ち
ひぞ

（『
和
泉

式
部
集
』
517
）

　
　
　
　

�

三
条
太
政
大
臣
の
も
と
に
は
べ
り
け
る
人
の
娘
を
し
の
び
て
語
ら

ひ
け
る
を
、
女
の
親
は
し
た
な
く
腹
だ
ち
て
、
娘
を
い
と
あ
さ
ま

し
く
な
ん
つ
み
け
る
な
ど
言
ひ
は
べ
り
け
る
に
、
三
月
三
日
か
の

北
の
方
、
三み

日か

の
夜よ

の
餅

も
ち
ひ

食
へ
と
て
、
出
し
て
は
べ
り
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
実
方　

　
　

�

三
日
の
夜
の
餅
は
食
は
じ
わ
づ
ら
は
し
聞
け
ば
よ
ど
の
に
母
子
つ
む
な
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り
（『
後
拾
遺
集
』
巻
二
十
・1203

・
雑
六
）

の
、
和
泉
式
部
の
詞
書
に
「
草
餅
」
と
あ
り
、
和
歌
で
は
「
母
子
餅
」
と
言

い
換
え
て
い
る
。『
文
徳
実
録
』の
言
う
と
こ
ろ
と
一
致
す
る
。
実
方
の
歌
は
、

草
餅
と
は
言
わ
な
い
が
、「
母
子
摘
む
」
と
あ
り
、し
か
も
「
三
日
の
夜
の
餅
」

が
三
月
三
日
に
重
な
っ
た
の
で
、こ
の
餅
は
草
餅
で
あ
ろ
う
。『
う
つ
ほ
物
語
』

（
吹
上
上
）
に
は
、
源
仲
頼
・
藤
原
仲
忠
ら
が
紀
州
の
神
南
備
種
松
を
訪
れ
、

も
て
な
し
を
受
け
る
。
そ
の
中
に
、

　
　

�

種
松
、
三
月
三
日
の
節
供
な
ん
ど
、
か
ば
か
り
仕
う
ま
つ
れ
り
。
…
…

乾
物
・
果
物
・
餅
な
ど
調
じ
た
る
さ
ま
、
め
づ
ら
か
な
り
。

と
あ
る
。
三
月
三
日
の
餅
が
描
か
れ
て
い
る
。
物
語
と
は
言
え
、
風
習
の
定

着
は
確
認
で
き
よ
う
。
た
だ
、
ど
の
よ
う
な
餅
か
は
不
明
。

　

草
餅
に
つ
い
て
は
、『
年
中
行
事
秘
抄
』（
三
月
三
日
草
餅
事
）
が
次
の
説

話
を
引
い
て
い
る
。

　
　

�

昔
周
王
淫
乱
、
群
臣
愁
苦
。
于
レ
時
設
二
河
上　

ニ

曲
水
宴　

ヲ
一。
或
人
作
二
草

餅
一
奉
二
于
王
一。
王
嘗
二
其
味
一
為
レ
美
也
。
王
曰
、
此
餅
珍
物
也
。
可
レ

献
二
宗
廟
一。
周
世
大
治
、
遂
致
二
太
平
一。
後
人
相
伝
、
以
作
二
草
餅
一、三

月
三
日
、
進
二
于
祖
霊
一。
其
心
矣
、
心
悦
無
レ
咎
。
草
餅
之
興
従
レ
此
始

（『
掌
中
歴
』
節
日
由
緒
・
三
月
三
日
草
餅
に
も
同
類
の
説
話
が
あ
る
）

周
王
の
時
代
に
曲
水
の
宴
を
催
し
た
時
、
あ
る
者
が
王
に
草
餅
を
献
上
し
た
。

こ
れ
を
気
に
入
っ
た
王
は
宗
廟
に
奉
ら
せ
た
と
こ
ろ
太
平
と
な
り
、
以
後
三

月
三
日
に
祖
霊
に
こ
の
餅
を
捧
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
説
話
に

よ
れ
ば
、
三
月
三
日
の
節
食
と
し
て
の
草
餅
は
、
古
代
中
国
の
文
化
を
取
り

入
れ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
「
桃
花
餅
」
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
が

不
明
で
あ
る
た
め
、
宇
多
天
皇
御
記
の
記
述
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
か
は
分

か
ら
な
い
。

　
「
五
月
五
日
五
色
粽
」
の
「
粽
」
は
、

　
　

�

糉　

風
土
記
云
、
糉
〈
作
弄
反
、
字
亦
作
レ
粽
。
和
名
知
万
木
〉
以
二

菰
葉
一
裹ツ

ツ
ミレ

米
、以
二
灰
汁
一
煮
之
、令
二
爛
熟
一
也
。
五
月
五
日
啖ク

ラ
フ

之（
７
）（『

和

名
抄
』
巻
十
六
・
飯
餅
類
）

と
説
明
さ
れ
る
、
五
月
五
日
の
食
物
で
あ
る
。
そ
の
由
来
と
し
て
次
の
説
話

を
引
く
こ
と
が
多
い
。

　
　

�

昔
高
辛
氏
悪
子
。
乗
船
渡
海
、
逢
二
暴
風
一、五
月
五
日
没
死
。
成
二
水

神
一
令
三
漂
二
失
船
一。
或
人
五
月
五
日
、
以
二
五
色
糸
一、
筌
二
纏
菖
蒲

一、
投
二
海
中
一。
筌
纏
変
化
、
為
二
五
色
蛟
龍
海
神
一、
惶
隠
敢
不
レ
成
レ
害
。

後
人
相
伝（
８
）（『

年
中
行
事
秘
抄
』
五
月
・
御
節
供
事
）

　
　

�

続
斉
諧
記
曰
、
屈
原
五
月
五
日
投
二
汨べ

き

羅ら
一
而
死
。
楚
人
哀
之
、
毎
レ

至
二
此
日
一、
竹
筒
貯
レ
米
、
投
レ
水
祭
之
。
漢
建
武
中
、
長
沙　

ノ

欧
回
、
白

日
忽
見
二
一
人
一。
自
称
二
三
閭
大
夫
一。
謂
曰
、
君
当
レ
見
レ
祭
甚
善
。
但

常
所
レ
遺
、
苦
二
蛟
龍
所
一レ
窃
。
今
若
有
レ
恵
、
可
下
以
二
楝
樹
葉
一
塞
二

其
上
一、
以
二
五
采
糸
一
縛
上
之
。
此
二
物
蛟
龍
所
レ
憚
也
。
回
依
二
其
言
一。

世
人
作
レ
粽
、
幷
帯
二
五
色
糸
及
楝
葉
一。
皆
汨
羅
之
遺
風
也
（『
芸
文
類

聚
』
巻
四
・
五
月
五
日
）

前
者
は
、
五
月
五
日
に
水
死
し
た
高
辛
氏
の
子
が
、「
水
神
」
と
な
っ
て
船

を
漂
流
さ
せ
る
の
で
、
五
月
五
日
に
「
以
二
五
色
糸
一、
筌
二
纏
菖
蒲
一
」
し
て

海
に
投
じ
た
と
こ
ろ
、「
筌
纏
（
ち
ま
き
）」
が
「
五
色
蛟
龍
」
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
恐
れ
た「
水
神
」が
害
を
な
さ
な
く
な
っ
た
と
い
う
も
の
。
後
者
に
は
、
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五
月
五
日
に
汨
羅
に
身
を
投
げ
て
死
ん
だ
屈
原
を
悼
ん
で
、
楚
人
が
竹
筒
の

中
に
米
を
入
れ
て
祭
っ
た
。
後
に
欧
回
の
前
に
屈
原
の
霊
が
現
れ
て
、
捧
げ

物
が
蛟
龍
に
盗
ま
れ
て
し
ま
う
と
訴
え
、
竹
筒
を
楝
の
葉
で
覆
い
、
五
色
の

糸
を
結
び
付
け
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
き
た
。
欧
回
が
そ
の
求
め
に
応
じ
た
こ

と
か
ら
、
粽
に
五
色
の
糸
と
楝
の
葉
を
付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
る
。

　
『
延
喜
式
』（
巻
三
十
三
・
大
膳
下
）
に
、「
五
月
五
日
節
料
」
と
し
て
、

　
　

�

粽
料　

糯
米
〈
参
議
已
上
別
八
合
、
五
位
已
上
別
四
合
〉、
大
角
豆
〈
五

位
已
上
一
合
〉、
搗
栗
子
〈
参
議
已
上
四
合
、
五
位
已
上
二
合
〉
…
…

と
、
調
理
に
用
い
る
物
品
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
り
、
節
会
に
お
け
る
食
と

し
て
の
位
置
づ
け
が
明
確
で
あ
る
。
古
く
は
『
伊
勢
物
語
』（
五
十
二
段
）
に
、

　
　

�　

昔
、
男
あ
り
け
り
。
人
の
も
と
よ
り
、
飾
り
粽
お
こ
せ
た
り
け
る
返

り
ご
と
に
、

　
　
　
　

�

あ
や
め
刈
り
君
は
沼
に
ぞ
ま
ど
ひ
け
る
我
は
野
に
出
で
て
狩
る
ぞ

わ
び
し
き

　
　

と
て
、
雉
を
な
む
や
り
け
る
。

と
あ
る
。
五
月
五
日
の
贈
答
と
は
こ
と
わ
っ
て
い
な
い
が
、「
あ
や
め
刈

り
」
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
そ
の
日
と
見
る
の
が
よ
い
。『
拾
遺
集
』（
巻

十
八
・1172

・
雑
賀
）
に
、

　
　
　
　

�

五
月
五
日
、
小
さ
き
飾
り
粽
を
山
菅
の
籠こ

に
入
れ
て
、
為
雅
の
朝

臣
の
女
に
こ
こ
ろ
ざ
す
と
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
宮
大
夫
道
綱
母

　
　

こ
こ
ろ
ざ
し
深
き
汀
に
刈
る
菰こ
も

は
千
歳
の
五さ

月つ
き

い
つ
か
忘
れ
ん

と
あ
る
の
は
、
時
代
は
下
る
も
の
の
、
貴
族
の
間
に
お
け
る
五
月
五
日
の
雅

び
な
風
習
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
ろ
う
。
な
お
、御
記
の
「
五
色
粽
」
は
、

粽
が
五
色
で
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、引
用
し
た
『
年
中
行
事
秘
抄
』『
芸

文
類
聚
』
に
よ
れ
ば
、
五
色
の
糸
を
結
ん
だ
粽
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
「
七
月
七
日
索
麪
」
を
取
り
上
げ
る
。「
索
麪
」
は
、「
索
餅
」
に
同
じ
。

　
　

�

索
餅　

釈
名
云
、
蝎
餅
髄
餅
金
餅
索
餅
〈
和
名
無
木
奈
波
。
大
膳
式
云
、

手
束
索
餅
多
都
加
〉、
皆
随
レ
形
而
名
（『
和
名
抄
』
巻
十
六
・
飯
餅
類
）

　
　

�

索
餅
料　

小
麦
卅
石
〈
御
幷
中
宮
料
、
各
十
五
斛
〉、
粉
米
九
斛

〈
同
料
各
四
斛
五
斗
〉、
紀
伊
塩
二
斛
七
斗
、
…
…
（『
延
喜
式
』
巻

三
十
三
・
大
膳
下
）

　
　

�

手
束
索
餅
料　

小
麦
十
七
斛
七
斗
〈
御
幷
中
宮
各
八
石
八
斗
五
升
〉、

粉
米
五
石
三
斗
一
升
、
紀
伊
塩
八
斗
九
升
、
…
…

　
　
　
　

右
起
二
三
月
一
日
一
尽
二
八
月
卅
日
一
供
御
料
…
…
（
同
）

　
　

�

凡
応
レ
供
二
大
嘗
会
一
竹
器
、
熟
笥
七
十
二
口
、
煠
籠
七
十
二
口
〈
料
篦

竹
口
別
六
株
〉、
乾
二
索
餅
一
籠
廿
四
口
〈
口
別
十
三
株
〉、
籮
六
口
〈
口

別
十
五
株
〉、
預
前
造
備
送
二
宮
内
省
一
（
同
巻
二
十
八
・
隼
人
司
）

な
ど
に
拠
る
と
、
小
麦
粉
・
米
粉
お
よ
び
塩
な
ど
を
練
っ
て
縄
状
に
綯な

い
、

こ
れ
を
茹
で
て
乾
燥
さ
せ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る（
９
）。「

索
麪
」
で
は
な
い
が
、

『
年
中
行
事
秘
抄
』（
七
日
御
節
供
事
）
に
「
麦
餅
」
に
ま
つ
わ
る
一
話
を
引

い
て
い
る
。

　
　

�
昔
高
辛
氏
小
子
、
以
二
七
月
七
日
一
死
。
其
霊
為
下
無
二
二
足
一
鬼
神
上
致
二

瘧
病
一。
其
存
日
常
飡
二
麦
餅
一。
故
当
二
死
日
一、
以
二
麦
餅
一
祭
レ
霊
。
後

人
此
日
食
二
麦
餅
一、
年
中
除
二
瘧
病
之
悩
一。
後
世
流
二
其
祭
一
矣
。

「
高
辛
氏
の
小
子
」
が
七
月
七
日
に
死
ん
で
鬼
神
と
な
り
、「
瘧
病
」
を
起
こ
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し
た
。
そ
こ
で
日
頃
食
し
て
い
た
「
麦
餅
」
を
命
日
に
供
え
て
祭
り
、
人
々

も
食
べ
た
と
こ
ろ
、
病
が
な
く
な
っ
た
と
あ
る
。
な
お
、
こ
の
引
用
の
典
拠

は
不
明
。「
索
麪
」
は
、七
月
七
日
の
食
物
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
は
い
る
が
、

そ
の
こ
と
を
記
し
た
例
が
見
出
せ
な
い
。

　
　

�

小
麦
壱
斛
伍
斗
〈
七
月
一
日
請
〉

　
　
　

用
五
斗
〈
索
餅
一
百
卅
六
藁
作
料
〉

　
　
　

残
一
斛�

（『
大
日
本
古
文
書
』
巻
之
六
、神
護
景
雲
四
〈
七
七
〇
〉
年
、

奉
写
一
切
経
所
告
朔
解
案
）

　
　

�

諸
大
夫
有
レ
情
者
五
六
人
、
為
レ
補
二
細
工
等
疲
一、
送
二
索
餅
酒
肴
一
（『
菅

家
文
草
』
巻
七
・
527
、「
左
相
撲
司
標
所
記
」）

は
、
七
月
に
お
け
る
例
だ
が
、
七
日
の
こ
と
か
ど
う
か
は
不
明
。
道
真
の
記

の
場
合
は
、
作
業
を
行
な
う
工
人
ら
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に
差
し
入
れ
て

お
り
、
節
日
の
食
と
は
か
か
わ
り
が
な
い
。
先
に
引
い
た
『
延
喜
式
』（
大

膳
下
）
に
見
え
る
「
御
幷
中
宮
料
」
は
、
天
皇
と
中
宮
が
食
す
る
た
め
の
も

の
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
日
の
た
め
の
も
の
か
は
分
か
ら

な
い
。
結
局
七
月
七
日
と
「
索
麪
（
餅
）」
と
の
関
わ
り
が
、
ど
れ
ほ
ど
の

も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

最
後
に
「
十
月
初
亥
餅
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
　

�

蔵
人
式
云
、
初
亥
日
内
蔵
寮
進
二
殿
上
男
女
房
料
餅
一
〈
各
一
折
櫃
〉。

　
　
　

�

内
蔵
寮
所
レ
進
餅
、
已
見
二
人
給
料
一。
但
又
大
炊
寮
出
二
渡
糯
米
一、
内

膳
司
備
二
調
供
御
一。
雖
レ
不
レ
載
二
式
文
一、
寮
司
供
来
尚ヒ

サ
シ
　矣

。

　
　

�

群
忌
隆
集
曰
、
十
月
亥
日
、
食
レ
餅
除
二
万
病
一。
雑
五
行
書
云
、
十
月

亥
日
、
食
レ
餅
令
二
人
無
一レ
病
也
〈
亥
日
之
餅
本
縁
如
レ
此
。
愛
敬
之
詞
、

未
レ
詳
二
其
説
一
〉（『
政
事
要
略
』
巻
二
十
五
・
亥
日
餅
事
）

「
蔵
人
式
」
は
、
橘
広
相
の
撰
し
た
も
の
（
寛
平
蔵
人
式
）
で
は
な
く
、「
天

暦
蔵
人
式
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
や
や
時
代
が
下
る
頃
の
式
で
あ
る
。「
雖
レ

不
レ
載
二
式
文
一、
寮
司
供
来
尚
矣
」
は
、『
延
喜
式
』
に
「
初
亥
餅
」
に
つ
い

て
の
規
定
を
記
し
て
い
な
い
が
、「
内
蔵
寮
」
が
天
皇
に
供
す
る
こ
と
は
長

ら
く
つ
づ
い
て
い
る
と
あ
る
。
こ
の
逸
文
は「
天
暦
蔵
人
式
」で
あ
る
が
、「
初

亥
餅
」
を
食
べ
る
行
事
は
、
寛
平
期
以
前
に
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
だ

ろ
う
。『
年
中
行
事
秘
抄
』（
亥
子
餅
事
）
に
は
、

　
　

�

或
記
云
、
盛
二
朱
漆
盤
〈
立
紙
〉
四
枚
一、
居
二
御
台
一
本
上
一。
女
房
取

之
供
二
朝
餉
一。
次
召
二
蔵
人
所
一、
鉄
臼
入
二
其
上
一
分
擣
、
令
レ
為
二
猪

子
形
一、
以
レ
錦
裹
之
、
挿
二
於
夜
御
殿
帳
畳
四
角
一。
但
台
盤
所
殿
上
料
、

内
蔵
寮
進
。

と
、
餅
を
作
る
次
第
や
担
当
者
お
よ
び
ど
こ
へ
供
す
る
か
を
記
し
て
い
る
。

た
だ
、
公
式
の
儀
式
儀
礼
に
組
み
込
ま
れ
た
亥
子
餅
に
つ
い
て
は
資
料
が
な

く
、
こ
の
風
習
の
実
態
は
こ
れ
以
上
は
分
か
ら
な
い
。『
政
事
要
略
』
所
引

の
「
群
忌
隆
集
」「
雑
五
行
書
」
に
よ
る
と
、
こ
の
餅
を
食
せ
ば
万
病
を
除

く
と
あ
り
、こ
れ
が「
本
縁
」で
あ
る
と
言
う
。
こ
の
行
事
は「
正
月
十
五
日
」

や
「
七
月
七
日
」
と
は
異
な
り
、
中
国
由
来
の
起
源
説
話
が
残
っ
て
い
な
い
。

『
年
中
行
事
秘
抄
』
は
、「
斉
民
要
術
云
、
十
月
亥
日
食
レ
餅
令
二
人
無
一レ
病
」

を
引
い
て
お
り
、
中
国
伝
来
の
行
事
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の

謂
わ
れ
な
ど
は
伝
え
て
い
な
い
。

　

文
学
作
品
に
お
け
る
例
を
挙
げ
て
お
く
。

　
　
　
　

�

天
元
二
年
十
月
初
め
の
亥
の
日
、
右
大
臣
殿
の
女
御
、
火
桶
ど
も
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調
じ
て
、
内う

ち裏
の
女
房
に
つ
か
は
す
つ
い
で
に
、
御
前
に
火
桶
一

つ
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
。
白し
ろ
が
ね銀

の
亥
の
子
・
亀
の
か
た
な
ど
作

り
て
、
据
ゑ
さ
せ
た
ま
へ
り
。
加
は
れ
る
歌

　
　

�
わ
た
つ
海
の
浮
き
た
る
島
を
負
ふ
よ
り
は
動
き
な
き
世
を
い
た
だ
け
や

亀
（『
順
集
』
273
、
天
元
二
年
は
九
七
九
年
）

餅
と
は
言
わ
な
い
が
、
宮
廷
に
お
い
て
亥
の
子
の
「
か
た
」（
作
り
物
）
の

贈
答
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
神
仙
境
を
想
像
し
な
が
ら
世
の
平

安
や
長
生
の
願
い
を
込
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　

�

当た
う
だ
い帝
の
御
五い十
日か

に
、
亥
の
子
の
か
た
を
作
り
た
り
け
る
に

　
　

�

よ
ろ
づ
代
を
呼
ば
ふ
山
辺
の
亥
の
子
こ
そ
君
が
仕
ふ
る
よ
は
ひ
な
る
べ

し
（『
道
綱
母
集
』
10
）

後
の
天
皇
の
五
十
日
の
祝
と
し
て
詠
じ
た
一
首
。「
よ
ろ
づ
代
を
呼
ば
ふ
山

辺
」
に
は
、
漢
の
武
帝
が
緱
氏
に
行
幸
し
て
太
室
山
に
登
っ
た
と
こ
ろ
、
山

か
ら
万
歳
と
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
て
き
た
と
い
う
故
事（

（1
（

を
引
い
て
、
御
子
の
長

寿
へ
の
願
い
を
込
め
て
い
る
。「
亥
の
子
の
か
た
」
は
、
何
で
で
き
て
い
る

か
不
明
だ
が
、
餅
に
よ
っ
て
作
っ
た
置
物
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

ゐ
の
こ
の
も
ち
ゐ

　
　
　

群
忌
隆
集
曰
、
十
月
亥
日
、
作
レ
餅
食
之
、
令
二
人
無
一レ
病
也
。

　
　
　

�

掌
中
暦
曰
、
亥
子
餅
七
種
粉
〈
大
豆
・
小
豆
・
大
角
豆
・
胡
麻
・
栗
・

柿
・
糖（

（1
（

〉

　
　

�

此
も
ち
ゐ
、
か
う
か
す
か
す
に
所
せ
き
さ
ま
に
は
あ
ら
て
、
あ
す
の
く

れ
に
ま
ゐ
ら
せ
よ
。
け
ふ
は
い
ま
い
ま
し
き
日
な
り
け
り
と

　
　
　

�

亥
子
餅
は
色
々
也
。
三
日
夜
餅
は
白
一
色
な
れ
は
、
か
す
か
す
に
は

あ
ら
て
と
也
。
い
ま
い
ま
し
き
日
と
は
、重
日
を
忌
也
。（『
河
海
抄
』

巻
五
・
葵
）

『
源
氏
物
語
』（
葵
）
の
光
源
氏
と
紫
の
上
と
の
三
日
夜
餅
に
つ
い
て
の
注
で

あ
る
。
そ
の
日
が
ち
ょ
う
ど
亥
の
日
に
当
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
右
の『
掌

中
暦
』
は
、
素
材
の
穀
類
・
果
物
の
名
を
列
挙
し
て
い
る
。

三

　

以
上
の
よ
う
に
、
五
つ
の
節
食
の
概
略
を
述
べ
た
。
節
日
に
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
実
際
に
庶
民
の
風
習
を
採
用
し
た
の
か
ど

う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
れ
に
外
来
の
節
食
を
受
け
入
れ
た
可
能
性
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
引
い
た
文
献
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
あ
り
得
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
示
唆
す
る
の
が
次
の
『
唐
六
典
』
で
あ
る
。

　
　

�

凡
諸
王
已
上
、
皆
有
二
小
食
料
一。
午
時
粥
料
各
有
レ
差
。
復
有
二
設
食
料
、

設
会
料
一。
毎
事
皆
加
二
常
食
料
一。
又
有
二
節
日
食
料
一
〈
謂
、
寒
食
麦
粥
、

正
月
七
日
・
三
月
三
日
煎
餅
、
正
月
十
五
日
・
晦
日
膏
糜
、
五
月
五

日
粽

、
七
月
七
日
斫
餅
、
九
月
九
日
麻
葛
糕
、
十
月
一
日
黍
臛
、
皆

有
二
等
差
一。
各
有
二
配
食
料
一
〉（
巻
四
・
尚
書
礼
部
・
膳
部
）

　
　

�

凡
朝
会
燕
饗
、
九
品
已
上
、
並
供
二
其
膳
食
一。
凡
供
二
祭
祀
致
斎
之

官
一、
則
依
二
其
品
秩
一、
為
二
之
差
降
一。
若
国
子
監
春
秋
二
分
釈
奠
百
官

之
観
礼
、
亦
如
レ
之
〈
左
右
廂
南
衙
、
文
武
職
事
、
五
品
已
上
、
及
員

外
郎
、
供
饌
百
盤
余
供
、
中
書
門
下
、
供
奉
官
及
監
察
御
史
、
毎
日
常

供
、
具
二
三
羊
一。
六
参
之
日
、
加
二
一
羊
一
焉
。
行
奉
従
官
、
供
二
六
羊
一、
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釈
奠
観
礼
、
具
二
五
羊
一。
冬
月
則
加
二
造
湯
餅
及
黍
臛
一、
夏
月
加
二
冷
淘

粉
粥
一、
寒
食
加
二
錫
粥
一、
正
月
七
日
・
三
月
三
日
、
加
二
煎
餅
一、
正
月

十
五
日
・
晦
日
、
加
二
糕
糜
一、五
月
五
日
、
加
二
粽
一、七
月
七
日
加
二
斫

餅
一、九
月
九
日
加
レ
糕
、
十
月
一
日
加
二
黍
臛
一、
並
於
二
常
食
之
外
一
而

加
焉
〉（
巻
十
五
・
光
禄
寺
・
太
官
署
）

節
日
に
出
仕
す
る
官
人
ら
に
は
、
そ
の
日
の
節
食
が
供
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
「
宇
多
天
皇
御
記
」
と
『
唐
六
典
』（
巻
四
）
に
記
す
節
食
を
挙
げ
て
み
る

と
、
表
の
よ
う
に
な
る
。「
御
記
」
の
節
日
は
『
唐
六
典
』
の
そ
れ
よ
り
少

な
い
。
ま
た
両
者
の
食
物
が
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
お
お
む

ね
重
な
っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
こ
の
一
致
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
の
節
食
は

唐
王
朝
の
規
定
に
の
っ
と
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、延
暦
二
十
三
年
奏
進
の
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』

に
も
節
食
の
記
事
が
あ
る
。

　
　

七
日
、
新
菜
御
羹
作
奉
、
大
神
宮
幷
荒
祭
宮
供
奉
。

　
　

�

十
五
日
、
御
粥
作
奉
、
大
神
宮
幷
荒
祭
宮
供
奉
（
年
中
行
事
幷
月
記
事
・

正
月
例
。『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』・
三
節
祭
等
幷
年
中
行
事
月
記
事
も
ほ

ぼ
同
文
）

　
　

三
日
節
、
新
草
餅
作
奉
〈
弖
〉、
大
神
宮
幷
荒
祭
宮
供
奉
（
同
・
三
月
例
）

と
、
節
日
に
神
前
に
供
え
る
食
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
も
中
国
の
王
朝
の
行

事
に
な
ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
比
較
か
ら
す
れ
ば
、
節
食
は
唐
王
朝

を
参
考
に
し
て
設
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、「
宇

多
天
皇
御
記
」
に
言
う
、「
俗
間
行
来
、
以
為
二
歳
事
一
」
を
ど
う
解
す
る
か

が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
は
、
ま
ず
唐
王
朝
の
規
定
を
受
容
し
た
宮
廷
で
の
節

食
が
、
民
間
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
何
ら
か
の
変
化
を
と
げ

た
節
食
が
、
今
度
は
宮
廷
が
取
り
入
れ
た
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
う（

（1
（

。
た

だ
、
民
間
へ
の
普
及
が
い
つ
ご
ろ
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
た
の
か
は
不
明

で
あ
る
。
節
食
と
い
う
も
の
が
、
歳
時
に
つ
い
て
の
理
解
を
前
提
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
民
間
が
ど
れ
ほ
ど
そ
の
知
識
を
有
し
て
い
た
か
は
分

か
ら
ず
、
宮
廷
貴
族
の
よ
う
な
歳
時
の
把
握
は
む
つ
か
し
か
っ
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
そ
も
そ
も
宇
多
天
皇
の
言
う
「
民
間
」
と
は
ど
の
範
囲
を
指
す

の
か
も
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
別
途
検
討
す
る
べ
き
事

柄
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
で
お
く
。
次
に
は
、

民
間
で
行
わ
れ
て
い
た
風
習
が
、
ど
れ
ほ
ど
宮
廷
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か

を
考
え
て
お
き
た
い
。

「
御
記
」 

『
唐
六
典
』

正
月
七
日
煎
餅

正
月
十
五
日
七
種
粥 

正
月
十
五
日
膏
糜

正
月
晦
日
膏
糜

寒
食
麦
粥

三
月
三
日
桃
花
餅

三
月
三
日
煎
餅

五
月
五
日
五
色
粽

五
月
五
日
粽

七
月
七
日
索
麪 

七
月
七
日
斫
餅

九
月
九
日
麻
葛
糕 

十
月
初
亥
餅
等

 

十
月
一
日
黍
臛
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四

　

実
は
民
間
か
ら
歳
事
を
取
り
入
れ
た
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
三
月
三
日
の

草
餅
は
そ
れ
に
当
た
る
だ
ろ
う
か
。
前
引
の
『
文
徳
実
録
』
嘉
祥
三
年
五
月

五
日
条
の
、

　
　

�

此
間
田
野
有
レ
草
、
俗
名
二
母
子
草
一。
二
月
始
生
、
茎
葉
白
脆
。
毎
レ

属
二
三
月
三
日
一、
婦
女
採
之
、
蒸
擣
以
為
レ
餻
。
伝
為
二
歳
事
一。

「
母
子
草
」
を
婦
女
が
摘
ん
で
作
る
「
餻
」（
く
さ
も
ち
ひ
）
が
伝
わ
り
、「
歳

事
」
と
な
っ
た
と
あ
る
。
た
だ
こ
れ
は
嘉
祥
三
年
の
時
点
で
す
で
に
そ
う
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
寛
平
年
間
を
四
十
年
溯
る
。
こ
れ
よ
り
古
く
、

『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
に
は
、「
三
日
節
、新〇

〇

〇
草
餅
作
奉
」

と
あ
る
。
こ
れ
と
の
関
わ
り
が
ど
う
な
の
か
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

風
習
の
採
用
が
い
つ
の
こ
と
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

　

も
う
一
つ
挙
げ
て
み
よ
う
。
節
食
で
は
な
い
の
だ
が
、
宮
廷
の
年
中
行
事

で
あ
る
子
の
日
の
催
し
は
注
目
し
て
よ
い
。
正
月
の
子
の
日
に
、
若
菜
を
摘

ん
で
羹
を
作
っ
て
食
べ
る
、
小
松
を
引
く
な
ど
の
風
習
が
あ
る（

（1
（

。
こ
の
行
事

に
つ
い
て
は
、
菅
原
道
真
が
詩
序
の
中
で
言
及
し
て
い
る
。

　
　

�

野
中
芼ト

ル
レ
菜
、世
事
推
二
之
蕙
心
一、爐
下
和
レ
羹
、俗
人
属
二
之
荑
指
一
（『
菅

家
文
草
』
巻
五
・
365
、「
早
春
観
レ
賜
二
宴　

ヲ

宮
人　

ニ
一、
同
賦
レ
催
レ
粧
。
応
レ
製
」

序
。『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
34
・
若
菜
、『
本
朝
文
粋
』
巻
九
・
244
。

寛
平
五
年
正
月
の
宴
）

こ
の
隔
句
対
の
後
半
に
よ
れ
ば
、「
俗
人
」
つ
ま
り
庶
民
は
、
若
菜
を
「
羹
」

に
す
る
役
割
を
若
い
女
性
に
委
ね
て
い
る（

（1
（

と
述
べ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、

対
句
の
前
半
に
記
す
、
野
原
で
菜
を
摘
む
の
を
、
女
性
に
任
せ
て
い
る（

（1
（

と
あ

る
の
も
、
民
間
で
の
習
わ
し
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
た
だ

ち
に
、
子
の
日
の
行
事
で
あ
る
若
菜
摘
み
と
羹
の
調
理
を
、
俗
間
か
ら
宮
廷

に
取
り
入
れ
た
と
は
言
い
に
く
い
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
宴
は
、
宮
廷
の
女

性
た
ち
の
た
め
に
宇
多
天
皇
が
催
し
て
お
り
、
そ
れ
は
女
性
の
役
割
の
大
き

さ
を
認
め
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
例
と
し
て
民
間
で
の
子
の
日
の
行
事
を

挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
宮
廷
で
こ
の
日
の
行
事
は
認
知
さ
れ
て
お

り
、
民
間
で
の
習
わ
し
と
の
関
わ
り
を
宮
廷
の
人
々
は
承
知
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
民
間
の
風
習
を
取
り
入
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

子
の
日
の
行
事
に
つ
い
て
、
道
真
は
も
う
一
度
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

予
亦
嘗
聞
二
于
故
老
一。
曰
、「
上
陽
子
日
、
野
遊
厭フ

サ
グ
ハレ
老
、
其
事
如
何
、

其
儀
如
何
」。「
倚
二
松
樹
一
以
摩
レ
腰
、
習
二
風
霜
之
難
一レ
犯
也
、
和
二

菜
羹
一
而
啜
レ
口
、
期
二
気
味
之
克ヨ

ク

調
一
也
」（『
菅
家
文
草
』
巻
六
・
431
、

「
扈
三
従
行
二
幸
雲
林
院
一、
不
レ
勝
二
感
歎
一、
聊
叙
レ
所
レ
観
」
序
。『
本
朝

文
粋
』
巻
九
・
235
。「
倚
二
松
樹
一
」
以
下
の
四
句
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』

巻
上
・
29
・
子
日
に
収
載
）

こ
れ
は
寛
平
八
年
閏
正
月
六
日
に
、
宇
多
天
皇
が
行
幸
遊
覧
し
た
折
の
詩
序
。

「
故
老
」
に
正
月
の
子
の
日
に
「
野
遊
」
を
す
る
こ
と
の
意
義
を
問
い
、
松

の
木
に
腰
を
す
り
付
け
る
の
は
、
松
が
風
霜
に
害
せ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
ら

う
の
で
あ
り
、
若
菜
の
羹
を
食
べ
る
の
は
、
体
調
を
整
え
よ
う
と
す
る
か
ら

だ
と
い
う
回
答
を
得
て
い
る
。「
故
老
」
は
素
性
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら

く
右
の
「
催
粧
」
の
序
に
見
え
る
よ
う
な
「
俗
人
」
の
一
人
な
の
で
あ
ろ
う
。
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「
故
老
」
ま
た
は
「
古
老
」
は
、

　
　

�　
　

土
地
沃
塉
、
山
川
原
野
名
号
所
由
、
又
古〇

〇老
相
伝
旧
聞
異
事
、

載
二
于
史
籍
一
言
上
（『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年
五
月
二
日
）

　
　

�
近
江
国
得
レ
魚
。
形
似
二
獼
猴
一。
異
而
献
之
。
故〇

〇老
皆
云
、
此
椒
魚
也
。

昔
時
見
レ
有
二
此
物
一
（『
文
徳
実
録
』
仁
寿
二
年
三
月
七
日
）

　
　

�

仰
観
二
山
峰
一、
有
二
白
衣
美
女
二
人
一。
双
二
舞
山
巓
上
一。
去
レ
巓
一
尺
余
、

土
人
共
見
。
古〇

〇老
伝
云
、
山
名
二
富
士
一、
取
二
郡
名
一
也
（『
本
朝
文
粋
』

巻
十
二
・
371
、
都
良
香
「
富
士
山
記
」）

と
、
そ
の
土
地
の
昔
の
出
来
事
な
ど
を
知
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
を
語
っ
て

く
れ
る
よ
う
な
老
人
で
あ
る
。
道
真
の
詩
序
の
「
古
老
」
に
つ
い
て
も
こ
れ

は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
庶
民
に
教
え
ら
れ
て
、
俗
間
で
行
わ
れ

て
き
た
風
習
が
宮
廷
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
道
真
が
そ

の
始
ま
り
で
あ
る
と
言
い
切
れ
る
の
で
は
な
い
。
道
真
は
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
風
習
・
行
事
を
顧
み
て
、
そ
の
い
わ
れ
に
興
味
を
抱
き
、
今
に
到
る
経

緯
を
述
べ
よ
う
と
し
た
の
あ
ろ
う
。

五

　
「
宇
多
天
皇
御
記
」
が
挙
げ
る
節
食
は
、
中
国
唐
王
朝
に
お
け
る
そ
れ
を

取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
風
に
変
え
た
部
分
が
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
風
習
は
宮
廷
・
貴
族
社
会
を
経
て
庶
民
に
も
伝
わ
り
、
民
間
に

お
い
て
独
自
の
展
開
を
遂
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
や
が
て
反
対
に
宮
廷

へ
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
段
階
を
経
て
、「
御
記
」
に
記
す
節
食
に
到
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
子
の
日
の
羹
の
よ
う
に
、
庶
民
の
間
で
独
自
に
行
わ

れ
て
い
た
風
習
が
、
宮
廷
・
貴
族
社
会
へ
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
よ

う
で
あ
り
、
そ
の
推
移
や
行
事
の
内
容
は
単
純
で
は
な
い
。
長
い
時
間
を
か

け
て
緩
や
か
に
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
宇
多
天
皇
と
菅
原
道
真
は
、
ほ
ぼ

時
を
同
じ
く
し
て
、
年
中
行
事
に
お
け
る
食
を
と
お
し
て
、
民
間
の
風
習
と

宮
廷
行
事
と
の
か
か
わ
り
に
目
を
向
け
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
宮
廷

行
事
ひ
い
て
は
貴
族
文
化
に
、
新
た
な
側
面
を
加
味
す
る
端
緒
を
開
い
た
と

言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

注
（
１
）�

山
中
裕
『
平
安
朝
の
年
中
行
事
』
六
一
・
六
二
ペ
ー
ジ
。

（
２
）�

直
木
孝
次
郎「
正
月
十
五
日
の
七
種
粥
」（「
日
本
歴
史
」第
一
一
五
号
）

参
照
。

（
３
）�『
十
節
記
（
録
）』
に
つ
い
て
は
、山
中
裕
「
十
節
記
考
」（「
日
本
歴
史
」

第
六
十
八
号
）、
大
島
幸
雄
「
十
節
録
（
補
遺
・
覚
書
）」（「
国
書
逸
文

研
究
」
第
九
号
）
参
照
。

（
４
）�「
糜
」
は
粥
の
こ
と
。『
新
撰
字
鏡
』（
巻
十
二
・
諸
食
物
調
饌
章
）
に
、

「
粥
糜〇

…
…〈
五
字
加
由
〉」と
あ
る
。
ま
た
、魏
の
武
帝「
苦
寒
行
」（『
文

選
』
巻
二
十
七
）
に
「
檐
ニ
ナ
ヒ
テレ

囊
行
取
レ
薪
、
斧キ

リ
テレ

氷
持
作
レ
糜〇

」（
呂
向
注

「
天
寒
水
凍
。
故
斫
レ
氷
以
作
二
糜
粥
一
也
」）
と
見
え
る
。

（
５
）�
中
村
喬「
十
五
日
の
風
習
と
燃
燈
の
俗
」（『
中
国
歳
時
史
の
研
究
』所
収
）

は
、
門
戸
を
祀
る
と
解
す
る
説
を
否
定
し
て
、
蚕
桑
を
祀
る
の
が
本
義

と
述
べ
て
い
る
。
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（
６
）�『
文
徳
実
録
』
の
引
用
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。
三
月
三
日
に
草
餅

を
作
っ
て
は
な
ら
な
い
、
母
と
子
が
亡
く
な
る
か
ら
だ
と
い
う
「
民
間

訛
言
」が
あ
っ
た
。
同
書
は
、識
者
が
こ
の
訛
言
を
憎
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、

嘉
祥
三
年
三
月
二
十
一
日
に
仁
明
天
皇
が
崩
御
し
、
つ
づ
い
て
そ
の
母

で
あ
る
橘
嘉
智
子
（
嵯
峨
天
皇
の
太
皇
太
后
）
が
五
月
四
日
に
崩
じ
て
、

訛
言
の
と
お
り
と
な
っ
た
事
態
を
記
す
。
こ
の
次
に
「
此
間
田
野
有
レ

草
」云
々
を
引
き
、「
今
年
此
草
非
レ
不
レ
繁
。
生
民
訛
言
、天
仮
二
其
口
一
」

と
結
ん
で
い
る
。

（
７
）�「
風
土
記
」
は
『
芸
文
類
聚
』（
巻
四
・
五
月
五
日
）
に
も
引
か
れ
て
お
り
、

「
仲
夏
端
五
、烹
二
鶩
角
黍
一。
端　

ハ

始
也
。
謂
二
五
月
初
五
日
一
也
」の
後
、『
年

中
行
事
秘
抄
』
と
ほ
ぼ
同
文
が
つ
づ
く
。

（
８
）�

ほ
ぼ
同
文
が
、「
十
節
記
」
と
し
て
『
年
中
行
事
抄
』
に
見
え
る
。

（
９
）�

関
根
真
隆
『
奈
良
朝
食
生
活
の
研
究
』
第
六
章
「
奈
良
時
代
の
食
生

活
と
調
理
」
参
照
。

（
10
）�『
史
記
』（
巻
十
二
・
孝
武
本
紀
）
に
、「
三
月
遂
東
幸
二
緱
氏
一、
礼
登

二
中
嶽
太
室
一。
従
官
在
二
山
下
一、
聞
レ
若
レ
有
レ
言
二
万
歳
一
云
。
問
レ
上
。

上
不
レ
言
。
問
レ
下
。
下
不
レ
言
。
於
レ
是
以
二
三
百
戸
一
封
二
太
室
一
奉
祠
。

命
曰
二
崇
高
邑
一
」
と
あ
る
（『
漢
書
』
巻
二
十
五
上
・
郊
祀
志
上
に
ほ

ぼ
同
文
が
あ
る
）。
こ
の
故
事
を
用
い
た
表
現
は
多
い
。
鈴
木
徳
男
・

北
山
「
源
師
房
「
初
冬
扈
従
行
幸
、
遊
覧
大
井
河
。
応
製
和
歌
」
序
注

（
中
）」（「
相
愛
大
学
研
究
論
集
」
第
二
十
二
巻
）
参
照
。

（
11
）『
二
中
歴
』（
八
・
供
膳
歴
）
に
も
同
文
が
見
え
る
。

（
12
）�

す
で
に
丸
山
裕
美
子
「
唐
と
日
本
の
年
中
行
事
」（『
日
本
古
代
の
医

療
制
度
』
所
収
）
に
言
及
が
あ
る
。

（
13
）
拙
稿
「
子
の
日
の
行
事
の
変
遷
」（「
神
女
大
国
文
」
第
十
七
号
）
参
照
。

（
14
）�「
荑
指
」
の
例
に
、『
毛
詩
』（
衛
風
・「
碩
人
」）
の
「
手△

如
二
柔
荑〇
一、

膚
如
二
凝
脂
一
」（
毛
伝
「
如
二
荑
之
新
生
一
」）
が
あ
る
。
草
の
新
芽
を

女
性
の
美
し
い
手
に
喩
え
て
い
る
。

（
15
）�「
蕙
心
」
は
心
の
美
し
い
さ
ま
、
ま
た
は
女
性
の
こ
と
。
南
朝
宋
の

鮑
昭
「
蕪
城
賦
」（『
文
選
』
巻
十
一
）
の
「
東
都
妙
姫
、
南
国
麗
人
、

蕙〇

〇心
紈
質
、
玉
貌
絳
脣
」
は
、
そ
の
例
。


